































シュ（Danio reio）の最大寿命は 5.5 年であるのに対し、ヒト（Homo sapiens）では 122.5 年、





































第二章  – イヌ（Canis lupus familiaris）の犬種間における体サイズ依存的な寿命に関わる遺
伝的要因 
生物の持つ寿命は体サイズと密接な関係を持つことが知られているが、その関係性は種間と
種内では異なる。一般的に種間では体サイズが大きな種は長い寿命を持つことが知られてい
るのに対し、種内では体サイズが大きな個体ほど短い寿命を持つ傾向がある。このような種
内における体サイズと寿命の奇妙な傾向がどのような遺伝的メカニズムにより引き起こされ
るかは不明である。本研究では、種内の体サイズと寿命の多様性が顕著なイヌ（Canis lupus 
familiaris）に焦点を当て、寿命を体サイズ依存的な寿命と依存しない寿命という２つの指標
に分割して捉えることで、体サイズ依存的な寿命指標に関わる遺伝的要因を探索した。ゲノ
ムワイド関連解析では、以前から寿命との関連が示唆されてきた遺伝子に加えて、これまで
報告されてこなかった機能未知のロングノンコーディング RNA 遺伝子と体サイズ依存的な寿
命指標の関連性が新たに示唆された。また遺伝子進化速度解析により、哺乳類全体の傾向と
異なり、体サイズ依存的な寿命指標が大きな犬種では癌抑制遺伝子に対する純化選択が働い
ていない可能性が示唆された。これらは犬種間の寿命の差異には未知の遺伝的メカニズムが
関与している可能性を、そして体サイズが大きく寿命が短い多くの大型犬では体サイズに見
合うだけの癌耐性メカニズムが備わっていない可能性を示唆しており、種内の体サイズと寿
命の負の相関関係を解明する手がかりとなるかもしれない。 
図1. 飛翔能力の獲得喪失が起きた枝で正の選択を受けた
遺伝子。（a）走鳥類の飛翔能力喪失が2回独立に起きた
仮説の下での結果。（b）走鳥類の飛翔能力喪失が4回独
立に起きた仮説の下での結果。
 
図 2. 体サイズ依存的な寿命を用いたゲノムワイド関連解析の結果を表すマンハッタンプロット。横軸
は染色体とその座位。縦軸は負の対数 P 値。図中の水平破線はボンフェローニ補正後の有意水準を示
す。有意水準を超えるゲノム多型が存在する遺伝子についてのみ名前を記す。 
 
